




















 ICU の JLP には日本語を母語とする帰国生やインターナショナルスクール出身の学生
のための日本語特別教育プログラムとその他の留学生を中心とした日本語プログラムが
ある。JLP ではこのうちの留学生のための日本語プログラムについて、2008 年度より現














体的な目標を掲げている。初級は実際には 3 つのレベルに分かれているが、JLP 作成の
オリジナルテキスト『ICU の日本語 Japanese For College Students』vol.1、vol.2、vol.3


































































































＊漢字  書き：約 250 字  読み：約 400 字 
文中での役割・音訓・送り仮名・筆順・画数・字の構 
成・基本的な部首・成り立ち（六書等）・音符・身近な 








































































































































































































＊漢字 約 200～250 字 































































































































































＊漢字  約 200～250 字 







































































 話す 聞く 書く 読む 
目標 ＊中級までの文型や語彙の範囲で抽象的でやや専門的な内容について社会的・文化的知識を活用して表現したり理解した 


























































＊漢字  約 200〜250 字 












































































































































































































学期 時期 タイトル ロールプレイ内容（タスク）
９月－１ 日常会話１ キャンパスの新生活 １．郵便局でエアメールを出す
２．図書館で規則を尋ねる
９月－２ 日常会話２ 待ち合わせの約束 １．電話で友達と待ち合わせの約束をする
９月－３ 日常会話３ 飲み物・食べ物の注文 １．レストラン・居酒屋で注文する・質問する・声をかける
２．レストラン・居酒屋で間違いを指摘する・声をかける
１０月－１ 日常会話４ 先生の研究室・大学の事務室に １．留守番電話にメッセージを残す・事情を説明する
電話をかける ２．電話をかわってもらう
３．電話で事情を説明して伝言を頼む
10月－２ 日常会話５ 初対面の人と話す １．国際交流パーティーで初対面の人と話す
２．キャンパスで初対面の学生と話す
11月 日常会話６ 秋休みの誘い １．サークルの友達を遊びに誘う・断る
２．サークルの友達を遊びに誘う・説得する
12月－１ 日常会話７ トランプで遊ぶ １．合宿先や旅行先でトランプの説明をする
12月－２ 日常会話８ 変更を依頼する １．授業の後で、先生に個人面談の日時を変更してもらう
２．友達に約束の日時を変更してもらう
３．図書館でグループ学習室の予約の取り消しをする
１月－１ 日常会話９ アルバイトをさがす １．学生課の事務室で家庭教師のアルバイトをさがす
２．求人広告を見て電話をし、面接の日程を決める
１月－２ 日常会話１０ トラブルがあったとき １．図書館や総合学習センターで機械トラブルがあったときに、
　　助けを求める
２．ホテルの部屋でのトラブルについてフロントに電話で質問する
２月－１ 日常会話１１ 推薦状を頼む １．先生と会う約束をし、奨学金申し込みの推薦状を書いてもらう
２月－２ 日常会話１２ ホテルの予約 １．電話でホテルの予約をする
２．電話でホテルに問い合わせる
４月－１ 日常会話１３ 困っている新入生に声をかける １．キャンパスで困っている新入生に声をかけて道を教える
２．聞き取れなかったことを聞き返したり確認したりする
４月－２ 日常会話１４ きっぷの変更と払い戻し １．駅の窓口で指定席券の日時の変更をする
２．駅の窓口で定期券を払い戻してもらう
５月－１ 日常会話１５ レストラン・居酒屋の予約 １．レストランや居酒屋に電話をかけて予約する・聞き返す
２．レストランや居酒屋に電話をかけて予約の変更を依頼する
５月－２ 日常会話１６ お別れの言葉を述べる １．送別会で先生にお礼とお別れの言葉を述べる
２．友達と思い出を語り、お別れの言葉を述べる






場面 相手 機能 その他 コラムなど
郵便局 郵便局の人 尋ねる そうですか お墓参り
図書館 図書館の人 そうですね
友達への電話 友達 提案する あいづち ハチ公
確認する 話の切り出し 駅探検
レストラン 店の人 注文する 声をかける 自然をめでながら食事を
居酒屋 　　例：レストランの人、 尋ねる・依頼する する文化
　　　　居酒屋の人 間違いを指摘する
先生の研究室・大学の 先生 事情を説明する 留守番電話にメッセージを残す
事務室への電話 大学の事務室の人 依頼する
伝言する
パーティー・懇親会 初めて会う人 社交的会話をする 話の切り出し いろいろな集まり
キャンパス 初めて会う学生 誘う 話の結び "Nice talking to you."
キャンパス 友達 誘う 話の切り出し 玄関でのあいさつ
断る 話の結び
説得する 感動を伝える
合宿先・旅行先 友達 手順を説明する 年末年始の挨拶
教室 先生 謝る、依頼する あいづち・話の切り出し・話の結び
キャンパス 友達 事情を説明する 相手の反応を見ながら少しずつ話を
図書館 図書館の人 交渉する・キャンセルする 進める
学生課の事務室 大学の事務室の人 事情を説明する 話の切り出し
求人先への電話 知らない人 尋ねる 思い出したことを付け加える
提案に応じる
図書館 図書館の人 助けを求める あいづち・話の切り出し 節分
総合学習センター 総合学習センターの人 事情を説明する 相手の反応を見ながら少しずつ話を
ホテル ホテルの人 尋ねる 進める
教室 先生 依頼する あいづち・話の切り出し
先生の研究室 相手の反応を見ながら少しずつ話を
進める
ホテルへの電話 ホテルの人 予約する 宿泊施設いろいろ
尋ねる
キャンパス 知らない学生 助けを申し出る 声をかける
道を教える 聞き返す
尋ねる・確認する
駅の窓口 駅員 依頼する 話の切り出し きっぷの変更
事情を説明する 話の結び 乗り遅れ
尋ねる 定期券の払い戻し
レストラン・居酒屋への 店の人 予約する 聞き返す 五月晴れ
電話 　　例：レストランの人、 依頼する
　　　　居酒屋の人
キャンパス 知っている目上の人 気持ちを伝える 話の結び お礼のことば
送別会 先生 礼を言う
友達 社交的会話をする






ICU 日本語教育�� 日本語能力試験１ 学習指導要領２ 日本漢字能力検定３ 
   １� 約 6000 字 
特別教育４ 約 2500 字が 
認識できる 
  �１� 約 3000 字 
  �� 約 1945 字 ２� 1945 字 ＋人名漢字
�� 約 2000 字が認識 
できる 
Ｎ１ 約 2000 字  �２� 1945 字 
  �３ 読み：1945 字 
   書き：1006 字 
 
  �２ 読み：1556-1656 字 
   書き：950 字 
３� 1608 字 
  �１ 読み：1256-1306 字 
   書き：900 字 
４� 1322 字 
��� 読み：約 1150 字 
    書き：約 850 字 
Ｎ２ 約 1000 字 �� 1006 字 �� 1006 字 
��� 読み：約 900 字 
    書き：約 650 字 
 �� 825 字 �� 825 字 
��� 読み：約 650 字 
    書き：約 450 字 
 �４ 640 字 �� 640 字 
��� 読み：400 字 
    書き：246 字 
 �３ 440 字 �� 440 字 
��� 読み：275 字 
    書き：164 字 
Ｎ４ 約 300 字 �２ 240 字 �� 240 字 
��� 読み：135 字 
    書き：82 字 





１．日本語能力試験については日本国際教育支援協会ホームページ〈http://www.jees.or.jp/jlpt/〉（2010 年 8 
月現在）を参照した。また、Ｎ３については漢字数の目安が示されていないため本表では省略した。 
２．学習指導要領については文部科学省ホームページ〈http://www.mext.go.jp/〉（2010 年 8 月現在）を参照 
した。 





別表３ 初級作文トピック例               







～は～です／じゃありません／ですか  何 
～も～です  ～の～   
これ／それ／あれ／どれ 
２ 1～10000  時  ようび  円  
この／その／あの／どの  ～と～   
～をください  ～から～まで   
～でしょう  ～ね 
３ Counter（～ふん） verb（～ます／ました）
に(time)  へ／に(direction)   
で(location of action, means)   
や( inexhaustive listing of nouns) 
４ ・メモを書きましょう Counters（～じかん、～がつ、～にち）  
～ませんか  ～ましょう    
Question-word ＋も~neg.   
に(indirect object) 
５ ・私のアパート／寮 Adjectives& Adjectival Noun(non-past)











～は～（の）がすきです  Frequency 
８ ・もし時間とお金がたくさんあったら 
・もし大学を卒業したら  ・私の夢 
・私の計画（日本にいる間に／卒業してから／10
年後／50 年後） 
・冬休みの予定  ・将来の予定 
～になります  ～がほしいです   
～たいです  ～んです   
～でも(~or something) 
９ ・私の町 ～ましょうか  ～て／ないでください 
～から(reason)  location 





11 ・自己紹介    ・私のクラスメート 
・メールを送る 
～ています  ～あいだ   
もう～した／まだ～ていない 






～たり～たり  ～かもしれない   
～とおもう  ～とき 
13 ・過去の私／今の私／将来の私 
 
Potential forms of verbs  ～ことができる 




～にいく／くる  ～は～より   
～は～ほど neg.  ～がいちばん～   
～ほうがいい  ～ので 
15 ・秋休み（冬休み）のプラン  ・日本での経験
・行ったことがある場所／行ってみたい場所 
～ていく／くる  ～てみる   




Noun modifier  ～けれども～   
family terms 
－82－ －83－




～てもいい  ～なくてもいい   
～てはいけない  ～なくてはいけない   
～までに 











あげる／さしあげる  くれる／くださる 
もらう／いただく 











Transitive & Intransitive verbs  
～てある  ～ている  ～と～ 
22 ・私の一日 
・相談する／アドバイスする 
～ておく  ～てしまう  ～まえに   
～あとで  ～うちに 
23 ・ニュースについて書く 
・私の国の結婚／結婚式 
～すぎる  Question-word＋ても   
～とつたえてください 
～ようにつたえてください   
～によると～そうだ  ～に～と書いてある
～が～と言っている  ～から～と聞いた 
24 ・私の将来  ・ことわざについて書く 
・日本に来た理由／目的／日本について聞いたこ
と／日本にいる間にしたいこと 
～ために  ～ように  ～あいだに 
～し～ 




















・～さんのひどい一日  ・子どもの教育 
Passives  ～ないで 
29 ・日本でびっくりしたこと 
・嫌な思い出  ・物語を書く 
Causatives  Causative-passives  
～させてください／～させていただきたいん
ですが 























  一重かぎ 「 」 会話、語句・文の引用、語句の強調、論文の題名。 
 
    二重かぎ 『 』 書名。一重かぎ「 」の中に重ねてかぎかっこを入れる時に使う。 
 
    括弧 （ ） 注記や説明を加える時に使う。 
 
    繰り返し符号 々 漢字の繰り返しに使う。但し慣用的に使用が固定しているもののみ。 
 
    中点 ・ 外来語・外国の地名・外国の人名の区切り、体言の並列、漢数字（縦書き）
の小数点。 
 
    ハイフン ‐ 数量の範囲を示す。 
 





    リーダー …… 省略、無言、ムードの転換や余情を示す。２マス分使って書く（１マスに３
点か２点。どちらか統一すること。） 
 
    ダッシュ ―― 言い換え、ムードの転換や余情を示す。２マス分使って書く。 
 
－84－ －85－
    波ダッシュ ～ 省略、数量の範囲を示す。 
 
    傍線 にほんご 




























  「常用漢字表」 「現代仮名遣い」 「送り仮名の付け方」 「外来語の表記」 
  「公用文における漢字使用等について」 等 
これらの資料は文化庁の「国語施策情報システム」ホームページ http://www.bunka.go.jp/kokugo/でダウンロ




上級日本語 1 聴解と書き方コースの実践報告 
 
 数野 恵理 
 
1．はじめに 
本稿は ICU 日本語教育課程（以下 JLP）の上級日本語１聴解と書き方コースに関する
実践報告である。JLP では 2000 年のカリキュラム改編により、上級が 2 レベルに分かれ、
上級日本語 1 は「読解」「書き方」「聴解」「話し方」という４技能が独立したコース、上
級日本語 2 は「話し方・聴解」「読解・討論」「書き方・プレゼンテーション」という 2
技能が統合した 3 コースとなり、学生は各自のペースでそれぞれのコースを選択して履
修してきた（中村・坪根 2003）。しかし、上級日本語 1 の 4 技能を異なる学期に履修す
ることには問題点もあり、2009 年秋学期より、上級日本語 1 は「読解」と「話し方」、「聴
解」と「書き方」をそれぞれ連携し、できる限り同じ学期に履修させるようになった。
以下では、2 技能を同時に履修させることになった背景を説明し、次に筆者が 2009 年秋


















表 1 上級日本語１の 1 週間のスケジュール （2000 年から現在） 
時間 月 火 水 木 金 
Ⅰ  読解 聴解  聴解 
Ⅱ  読解 書き方 読解 書き方 



































3-2．上級日本語 1 聴解 2010 年秋学期の内容 
 先に記したように、本コースが終わった段階ではまとまった話を単語リストなどの補
助教材なしに聞いて理解し、それについて報告したり意見を述べたりすることができる














①「電子書籍が『本』を変える」『クローズアップ現代』2010 年 10 月 18 日放送 
NHK 
②「広がるにおいビジネス」『クローズアップ現代』2010 年 5 月 18 日放送 NHK 
③「ペットは泣いている～激安競争の裏側で～」『クローズアップ現代』2009 年 8 月 5
日放送 NHK 










の進め方を 3 種類紹介する。 
まず、NHK の『クローズアップ現代』や『プロフェッショナル仕事の流儀』などを扱
























ことも目的の一つであるが、1 コマ 70 分の限られた授業時間の中では内容理解が中心と
なり、その内容について報告をしたり、意見を述べたりするというところまで十分な時
間を取るのは難しい。そのため、一つの番組が見終わった後は、宿題として番組の要約


















































以下は 2010 年秋学期に本コースで使用した素材を扱った順に並べたものである。 
 
①「教員もスタッフも、学生の将来をいっしょに考えるのが ICU  下村康雄 学生サ  
ービス部 就職相談グループ長」『ICU web campus』  
http://subsite.icu.ac.jp/prc/webcampus/career/emp_01.html 
②「アツくなれる場として選んだアメフト部 横山 慎  教養学部 4 年」『ICU web 
campus』 http://subsite.icu.ac.jp/prc/webcampus/campus_life/club_04.html 
③「レンタルラブ」『世にも奇妙な物語 2003 年 春の特別編』 
④「経済対策・財政難、課題山積の管政権」『News-i』2010 年 9 月 14 日放送 TBS 
http://news.tbs.co.jp/20100914/newseye/tbs_newseye4526217.html  





2009 年 10 月 5 日放送 NHK 
⑦「農家 木村秋則の仕事」『プロフェッショナル 仕事の流儀』2007 NHK 
⑧「『休暇分散化』議論開始」『News-i』2010 年 10 月 6 日放送 TBS  
http://news.tbs.co.jp/20101006/newseye/tbs_newseye4544114.html 




⑩「食卓に迫る遺伝子組み換え作物」『クローズアップ現代』2008 年 11 月 27 日放送 
NHK 















設定しているので、『NHK 高校講座 現代社会』のようなオンラインのラジオや『ICU web 
campus』のように文字情報のないものも取り入れるようにした。 
 









































































る力が求められる。そのため、2009 年度から上級 1 では論文ではなくエッセー（作文）
やレポートを書き、論文は上級 2 で書くこととなった。そして、様々な書式の文書は中












      d. 資料を用い、適切に引用することができるようになる。 
      e. 図表・データの説明・分析ができるようになる。 




























































































































































中村一郎・坪根由香里(2004)「日本語教育報告 ―この 10 年― 上級日本語 Advanced 






























年には学校法人として東京都に認可され、キンダガーテン（幼稚部）から 9 年生（中学 3
年生）までの一貫教育を行っている。現在は世界 30 か国余りから約 450 名の生徒が学ん
でおり、二重国籍保持者を含む約 230 名が日本国籍である。 






日本語教育が行われている。1962 年からは日本語学習が必須科目となり、現在も 1 年生
－100－ －101－
から 9 年生までの全員が日本語科目を履修している。 
 Ｎスクールの日本語クラスは、母語話者対象の F クラス （Japanese as a First Language）、
S クラス（Japanese as a Second Language）、そして F と S の中間に位置する JNN（Japanese 






 N スクールでは、幼稚部入園前児から 8 年生を対象に、2 週間のサマープログラムを提
供している。1 年生－8 年生向けには日本語サマースクールが開かれ、F クラスおよび JNN
クラス、S クラスそれぞれに特色あるカリキュラムが組まれている。 










午前中に 4 コマ、午後 2 コマの 1 日計 6 コマ（1 コマ 50 分）の授業を受けることになっ














3．サマーコース２年生 S クラス実践報告  
上記のような特性を持つ N スクールのサマーコースにおいて、報告者は 2 年生 S クラ
－100－ －101－
ス（以下 2S クラス）を担当した。以下はその実践報告である。 
 
3.1．2S クラス概要 




に満たず、ひらがなが読めない者が 1 名いたが、他の 5 名はひらがな・カタカナは全員一
通り読み書きができ、中には家庭教師による日本語指導を受けているものがいるなど、普
段から日本語学習に熱心に取り組んでいる様子であった。6 名のうち 1 名は、家庭の事情

















3.3．活動実践例 － 買い物実習・おにぎり、カキ氷作り 
2 週間の日本語コースのなかで、「日本文化」に触れる体験学習の一貫として、「かき氷・
おにぎり」の調理実習を計画し、材料の買い出しから調理、活動の振り返り、という大き
い 3 つの段階を追って進めた。具体的な活動内容とスケジュールは以下のとおりである。 
 
1 日目 おにぎり、かき氷の紹介 
買い物リストの作成 
買い物のシミュレーションとロールプレイ 
2 日目 校外学習・買い物体験 
3 日目 絵本『おにぎり』読み聞かせ 





校外学習と調理実習の間の 3 日目に絵本の読み聞かせを行った。 
 







































































































紀要』19 早稲田大学日本語教育研究センター 99-129 
原和久（2003）「ホームページを活用した授業情報一元化の試み‐インターナショナルス
クールの日本語教室から」年会論文集 19 日本語教育情報学会 44-47 
松本典子・榛葉久美・直井和子（1994）「アメリカン・スクールにおける日本語
教育とその模索」『日本語教育』83 日本語教育学会 161-171 
N スクールについては、以下のホームページを参照した。 
http://jp.nishimachi.ac.jp/  2010 年 11 月 27 日 
－104－ －105－
資料① サマーコース２S スケジュール  
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 1999 年度の冬学期に開始された「海外日本語教育実習」（2007 年度までは語学科、そし
て 2008 年度からは言語教育デパートメントの３単位科目）は 2009 年３月に 10 回目の節目
を迎えた。オーストラリアのヴィクトリア州教育省と提携して、中等教育機関（中学およ
















年 99 00 01 02 03 04 05  07 08 09 10 計 
人数 6 12 4 10 7 8 5  6 4 7 7 76 
 

































生が限られているからであろう。理想的な履修順序として科目番号が 100 番台は 1 年生、
200 番台は 2 年生、300 番台は 3 年生となっており、学生は低い番号から高い番号の科目へ
と進むよう指導されている。その理由は、例えば「言語教授法原論」(LED102)既習を前提
として「言語教育のための日本語学」(LED252)の内容が組まれており、3 年生が履修する「外








 教授用言語学           LED101   秋学期 
 言語教授法原論          LED102   春学期 
 言語教育のための日本語学     LED252   春学期 
 日本語史 I             LED251   春学期 
 言語教育のための日本語文法 I    LED358   秋学期 
－108－ －109－
 外国語としての日本語教授法 I     LED356   秋学期 
 外国語としての日本語教授法 II    LED357   冬学期 
 
 海外日本語教育実習         LED353   冬学期（学期中は準備、実習実施は 
３月の３週間） 
 
 上に示す「教授用言語学」から「外国語としての日本語教授法 II」までの 7 科目は日本語




 国際交流基金による 2006 年海外日本語教育機関調査によれば、海外での日本語学習者は
約 298 万人（うち 170 万人は初等・中等教育機関の学習者）、133 カ国・地域にのぼり、そ
のうち東アジアの学習者数は全体の約 6 割強、特に多い国は韓国 91 万、中国 68 万、オー
ストラリア 38 万となっている。また、韓国とオーストラリアはその大半が初等・中等教育















があるか尋ねてみた。27 名中 5 名が興味を示し、そのうち 1 名が秋休み中に個人的に学校
訪問し、その際数クラスの日本語授業の助手として務め、その経験談を冬学期の日本語教
授法の授業で報告した。その報告を聞いて、卒業後同校に日本語教師として就職したいと

















『ICU 日本語教育研究センター紀要 11』 
根津真知子(2003）「ICU における日本語教育実習」『ICU 日本語教育研究センター紀要 12』 












































〈 1 週間の授業構成 〉 
教科書  漢字            1 コマ 
      文法            1 コマ 
      本文読解         2 コマ 
      ことばのネットワーク   1 コマ 
      話してみよう       1 コマ 
その他  スピーチ         2 週に 1 コマ 
      作文            1 コマ 
      速読            1 コマ 
      リスニング（ビデオ、 CD） 2 コマ 
      プロジェクトワーク       1 コマ 
 
2.2．プロジェクトワーク 
 上記のとおり、プロジェクトワークは 1 週間に 1 コマのペースで進められた。本プロジェ
クトの課題は次のように提示した。また、スケジュールと評価方法も以下に示す。 
 























〈 スケジュール 〉 
第 1 週 リサーチ内容を決め、担当教員にコメントをもらう。 
第 2 週 リサーチに基づいてスクリプトを書く。 
第 3 週 スクリプト（下書き）を提出し、授業と個人指導の時間に、教員からフィードバックをもらう。 
第 4 週 スクリプトを清書する。 パワーポイントを作成し始める。 
第 5 週 最終稿を提出する。発表の練習、準備をする。 
第 6 週 プロジェクト発表 
－112－ －113－ 
〈 評価 〉 
 プロジェクトの評価は、全体の評価の 10％とした。その内訳は、次の通りである。 
1）準備（参考文献のリスト、下書き提出）    ・・・25 点 
2）スクリプト最終稿    ・・・50 点 
  （独創性、構成、語彙と表現、表記、正確さ：各 10 点×5） 
3）発表    ・・・25 点 
 （発音、イントネーション、アイコンタクト、姿勢、パワーポイントなどの適切さ 
 ：各 5 点×5） 
 
3．学習者の文化的背景と日本語運用能力 
学習者の国籍は、アメリカ 11 名、ドイツ 2 名、カナダ 1 名であった。しかしアメリ
カからの学習者の中には、中国系アメリカ人 1 名とベトナム系アメリカ人 1 名、母親が































































も、KY 語が生まれたから、KY 語は 4 つ目
のアルファベットになるかもしれない。 

















































































I: KY 語、は新しい言葉、です。で KY とい
う 












I: MK5 は、「まじ切れる 5 秒前」、わかりま
















































































質問 1．C5 クラスで行ったプロジェクトでどんな活動をしましたか。 
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